
電力･エネルギー分野の最新開発技術

ACC発電プラントへの最新鋭監視制御システムの適用
-HIACS-7000"
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東京電力株式会社富津火力発電所第3号系列の中央操作室

4台のCRTオペレーション装置と監視操作盤の効果的な組合せにより,シンプルで使いやすいヒューマンインタフェースを実現している｡

日立製作所は,ディジタル技術を馬区侵した監視制御システム｢HIACS(HitachilntegratedAutonomicControISystem)シリーズ+

を適用し,各発電所のニーズに合わせた多くのシステムを提供してきた｡最新機種"HIACS-7000”では.コントローラの処理

性能の向上に加え,書き換えが可能なROMを持つインテリジ工ントPl/0(Process】nputandOutput)やRTB(RemoteTerminal

B10Ck)の採用により,制御性､保守性,信頼性の向上を図るとともに,設備合理化の動向にも柔軟に対応できる｡

このたび,ACC(Advanced CombinedCycle)発電プラントにHIACS-7000による監視制御システムを初めて適用した｡現

在,順調に運転を継続中である｡

はじめに

電力自由化の大きな流れの中で,発電所建設での設備

合理化への期待は大きい｡発電所のヒューマンインタ

フェースを担う監視制御システムについても同様である｡

一方,近年の情報技術の普及により,監視制御システム

の根幹であるソフトウェア技術,およびそれを実現する

ハードウェア機昔話の性能向上は著しい｡

このような背景から,従来の機能を維持しながら,新

技術を導入し,設備合理化に積極的に対応することが求

められている｡

日立製作所は,監視制御システム｢HIACS(HitachiIn-

tegrated Autonomic ControISystem)シリーズ+の最新

鋭の機種▲`HIACS-7000●'を用いて,さまざまな設備合押

化の手段を提案している｡

ここでは,HIACS-7000を初めて新設のACC(Ad-

vanced C()mbined Cycle)発電プラントに適用した事例

として,東京電力株式会社富津火力発電所第3号系列で

の監視制御システムの構成と特徴,および設備合理化に

ついて述べる｡
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ACC発電プラント監視制御システムの課題

束東電力株式会社富津火力発電所第3号系列(以'1､-,

｢富津火ノJ3号系列+と言う｡)は,低NOx(窒素酸化物)燃

焼器を用いた380MWのACC発電設備4軸で構成してい

る｡監視制御システムを構築するにあたっては,従来の

ACC発電プラントでのシステム構成の基本を継承したう

えで,設備合坤化に向けてHIACS-7000の特徴を生かし

たシステムとなるように配慮した｡

このシステムは,信頼性と制御性を維持しつつ,保守

惟と経済性をさらに向上させるために,HIACSの階層自

律型分散システムをベースにしており,PCM(Program-

mable ControIModule)およびRTB(Remote Terminal

Block)という最新のハードウェアと,これまで培ってき

たACC制御技術を組み合わせて構築したものである(図1

参照)｡

監視制御システムの構成と特徴

3.1主制御装置

ACC発電プラントの主制御装置では,ガスタービン,

蒸気タービン,HRSG(Heat Recovery Steam Gen-

erator),および各補機の制御を行っている｡

HIACS-7000では,制御コントローラ,PCM,および

RTBの組合せにより,_i二満U御装置の制御コントローラの

集約化と,ハードウェア回路のソフトウェア化を実現し

た｡主な特徴は以下のとおりである｡

(1)主要演算と他装置との伝送制御を担当する制御コン

1､ローラでは,高速化と大容量化を凶っている｡また,

PCMでは高速処:哩(制御コントローラの約10倍)が吋能で

あり,ディジタル演算を分散処理している｡これらによ

り,制御コントローラの台数を従来比で30%縮減した｡

保守性向上

経済性向上

設備合理化の

要求

信頼性確保
制御性維持

川ACS-7000

による合理化

肥[二>

システム構成の改善

保護インタロック盤の

ディジタル化

中央操作室の遠隔化
対応

図1 システム構成上の課題と対応

設備合理化のために新技術を導入した｡
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図2 主制御装置と計算機の構成

HIACS-7000によって適切な階層構成と機能分散を実現している｡

(2)信号変換機能付きRTBでは,軸当たり約3,000個の

バッファリレーと約400台の変換器を削減することによ

り,保守件と経済性を向上させた｡

3.2 制御用計算機

制御用計算機は主制御装置と協調し,プラント監視,

計算機自動化,CRTオペレーション機能などを担ってい

る｡従来のシステムでは,系列計算機と各軸ごとに配置

した軸マスタ計算機,系列制御盤に収納したCRTオペレ

ーション装置でこれらの機能を分担していた｡これに対

して,富津火力3号系列では,制御用計算機にリアルタ

イム制御サーバ"RS90''を,CRTオペレーション装置に

FAパソコン``HF-W''をそれぞれ採用することにより,こ

れまでは軸マスタ計算機が分担していた機能を分散配置

することにした｡この際,系列計算機は監視の基本とな

るデータ処理系を二重化構成とした｡その他の機能をシ

ングル構成とすることで,計算機の台数の低減を図って

いる(図2参照)｡

3.3 ネットワーク構成

ACC発電プラントでのネットワークは,軸,系列共通,

および系列の3系統で構成する｡従来の系列ネットワー

クは,CRTオペレーションおよびヒューマンインタフェ

ース専用に設置していたCRTオペレーションネットワー

クと,軸制御装置と系列共通制御装置を結ぶネットワー

クの二つに分かれていた｡HIACS-7000では,高速大容

量のけ-∑100ネットワークを採用したネットワークに1本
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図3 ネットワークの構成

系列ネットワークと軸ネットワーク間に伝送接続装置(ゲート

ウェイ)を設置することにより,軸構成に対応したネットワーク

構成を実現した｡

化することにより,2組あった伝送接続装置を1組に集約

して保守性の向上を実現した｡

また,従来のネットワークでは,電気信号を使用して

いたために,長距離通信を行う場合,電気･光変換装置

が必要であった｡これに対して,HIACS-7000では,全

面的に光通信を採用していることから,変換装置の介在

を不要とした(図3参照)｡

設備合理化

4.1保護インタロック盤のディジタル化

従来は,すべての凶路をハードウェアによって構成し

ていた保護インタロック盤にPCM三重系を適用すること

により,ディジタル化を実現した｡部品点数や配線本数

などの削減に加え,定期点検ごとに調整が必要であった

積出端

百石

アナログ回路を廃することにより,保11三作業の大幅な合

理化が期待できる｡盤面数も従来ベースの75%とし,設

置スペースが縮小できた｡

保護インタロック盤は,プラント運転に異常が発生し

た際に非常停.1I二を行う重要な装置であることから,要求

される信頼性レベルはきわめて高い｡そのニーズにこた

えて,トリップ要因を検出するインタフェース回路を二

重化し,プラント保護に直接かかわらない警報回路やテ

スト回路についてはディジタル∴垂系とした｡

(1)インタフェース凶路

プラントの状態信号を入力処理するインタフェース回

路を,PCMとRTBの組合せによってディジタル化した｡

機能分担としては,接点信号のバッファ処理とアナログ

信号の信号変換にRTBを使川し,保護レベル判断と保護

動作の条件判断は,PCMによってソフトウェア化するこ

とで合理化した｡

なお,PCM内の演算状態は制御装置用保守ツールを用

いれば中央でも監視できるので,保守性も向上した｡

(2)警幸馴句路･テスト回路

盤の異常監視を行う警報回路と,弁テスト操作を行う

テスト回路には,制御コントローラを適用した｡従来,

警報回路では異常の接点をリレー増幅したものを多心ケ

ーブルで計算機へ送信し,テスト回路はインタロック機

能をリレーで構成していた｡富津火力3号系列では,こ

れらすべてをソフトウェア化することで合理化した〔つ

また,制御コントローラを適用することにより,ネッ

トワークの使用が可能となった｡計算機への警報信号の

送信を伝送ケーブルとして,ケーブル工事の合理化も実

現した｡インタフェース回路と同様に,保守ツールから

演算状態の監視が可能となった(図4参照)｡
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図4 保護インタロック

盤のディジタル化の概要

徹底したソフトウェア化

により,盤内配線を大幅に

削減するとともに,盤面数

を低減した｡また,用途に

適した冗長化を図ることで

信頼性も確保した｡
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中央操作室 各軸制御機器室
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図5 中央操作室の遠隔化対応

中央操作室と制御機器室との問にシリアル伝送を用いることに

より,ケーブル本数の削減を図った｡

4.2 中央操作室の遠隔化対応

中央操作室には,軸の手動起動･停止を行う制御コン

ソールや発電機電力表示器など,制御装置と直接接続さ

れる計器が設置される｡このため,中央操作室と制御機

器室のあるタービン建尾とは離れていることがある｡こ

の場合,中央操作室と制御機器室との間を接続する信号

ケーブルが長距離となり,ケーブル材料やケーブル布設

工事が増加することが懸念される｡このため,HIACS-

7000の特徴を生かし,中央操作室の系列監視盤にRTB

を,制御機器室にPCMをそれぞれ設置することにより,

この間のシリアル伝送化を実現した｡これにより,従来

方式では約600m区間に70本の多心ケーブルが必要であ

ったものを,今回は18本の2心ケーブルで処理できるよ

うにした(図5参照)｡

また,ネットワークで情報を送受している信号につい

ても,HIACS-7000の10Mビット/s光通信高速ネットワ

ークにより,従来どおりに監視,操作することができる

(図6参照)｡

おわりに

ここでは,新設のACC発電プラントでの火力発電制御

システム"HIACS-7000''の遠田事例について述べた｡

電力自由化の流れにより,発電所の建設･保守でのコ

ストダウンの要求はますます強くなっている｡-▲方,安

心して使える電気を供給し続けることもきわめて重要で

ある｡日立製作所は,発電設備の一端を担う監視制御シ

ステムの計画に際しても,この期待にこたえるために,

今後いっそうの努力をしていく考えである｡
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図6 中央操作室での監視画面例

膨大なプラントの情報を効率よく運転員に伝えるために,形や

色,配置などで種々のくふうを凝らしている｡
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